

















André Gide の L’ecole des femmes(NRF,1929)の冒頭には、亡くなった母の手記
を作者のもとに送るという娘 Geneviève の手紙が置かれている。L’ecole des 
femmes の場合も permettez-moi de ne pas signer cette lettre de mon vrai nom「本名
を記さないことをお許しください」Après bien des hésitations, je me décide à 
vous envoyer ces cahiers「長い躊躇いの後、私はこのノートをあなたに送る決






L’ecole des femmes で主人公ジュヌヴィエーヴは結婚観をめぐる母との論争
の中で 
elle ne pouvait admettre le mariage s’il devait conférer au mari des 












































Chardonne の「祝婚歌」 L'Epithalame(Librairie Stock,1921)の引用が書き込まれ
ている3。 
Il faut se jeter dans les expériences nouvelles.Elles nous révèlent souvent 




いう形をとった、Gide の Geneviève(Gallimard,1936 邦題「未完の告白」)の表
題が冠せられている。 L’ecole des femmes 、それに対する父の反論 「ロベー
110
ル」Robert (NRF,1930)に続く三部作の最終作である。 
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1  堀辰雄「かげろふの日記」小論―他者の自覚(「別府大学国語国文学」46 号
2004) 
2  鎌倉文庫版『菜穂子』(1946・10)あとがき  
3 「菜穂子」と L'Epithalame の関係についての考察には、影山恒男「『菜穂子』
をめぐって  ロマネスクと現実のヴィジョン」(「文学」14 巻 5 号 2013)があ
る。 
4 西村靖敬「堀辰雄『菜穂子』とアンドレ・ジッドの三部作」(「比較文学」40
号 1998) 
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